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1．はじめに
　「グローバル・アントレプレナーシップ・モニタ
ー」（Global Entrepreneurship Monitor：以下、GEM）
は、起業活動が国家経済に及ぼす影響について、
各国家のデータを用いて実証研究を行い、各国の
政策担当者に重要な政策方針を提供している。
GEM（2023）の「総合起業活動指数」（Total Early-

Stage Entrepreneurial Activity：以下、TEA）の調
査結果では、日本の起業活動が活発ではないこと
を表している。TEAは 6.4 であり、調査参加国
49ヶ国中で43位となっている。また、男性が9.1、
女性が 3.6である。一方で、「態度」に関する調
査結果では、個人における起業活動の態度が積極
的でないことを表している。例えば、「事業機会
認識指数」は12.7、「知識・能力・経験指数」は
14.9であり、いずれも49 位となっている。以上

のことから、日本の起業活動の低調はもとより、個
人における起業活動の態度の消極性も課題となっ
ている。本研究の目的は、先行文献では情報の少
ない、大学生における起業家精神の特徴について
明らかにすることである。また、そのために、日
本の大学生を対象に、アンケート調査を実施した。
本研究の結果により、アントレプレナーシップ研
究への貢献が期待できる。

2．研究背景
　以下、本研究テーマにかかわる先行文献をみて
いく。先行文献には、主に、以下のような内容の
ものがある。一つ目は、先の GEMを基にしたも
のである。二つ目は、“GUESSS”（Global University 
Entrepreneurial Spirit Students’ Survey）1）を基に
したものである。
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2．1．GEMに関する文献
　まず、先行文献で、GEMにより、日本人の起
業活動の態度について、どのように示されている
のかを確認する。高橋・磯辺・本庄・安田・鈴木
（2013）は、TEA全体と同様、起業活動に必要な
知識・能力・経験を有していないと認識する人が
多いことが、「事業機会型 TEA」（他に生計の手
段がありながら起業にしたもの）の低さにつなが
っていると主張している。さらに、鈴木（2013）
も、「知識・能力・経験指数」（「新しいビジネス
を始めるために必要な知識、能力、経験を持って
いる」とする成人人口の割合）の低さが、日本の
起業計画者割合2）や、TEAの低さにつながって
いると主張している。これらの研究は、日本人の、
TEAなどに影響を及ぼす、「知識・能力・経験指
数」の低さを指摘している。そして、このことが
起業活動の態度が消極的である原因とされている。
　また、みずほリサーチ&テクノロジーズ株式会
社（2024）は、2023 年の調査で、日本は、先の
「知識・能力・経験指数」はもとより、「失敗脅威
指数」（「失敗することに対する怖れがあり、起業
を躊躇している」という成人人口の割合）や「起
業活動に対する評価」に関する指数3）において、
他国よりも下回っていることを主張している4）。同
調査は、日本における、GEMの一般成人調査
（Adult Population Survey：以下、APS）内の「起
業意識調査」によって得られた結果を報告してい
る。日本国内の18歳から64歳までの「成人」を
対象としており、その規模からも、GEMの日本版
であると言える。そして、同研究から、「失敗脅威
指数」や「起業活動に対する評価」に関する指数
なども、起業活動の態度が消極的である原因とさ
れている。
　また、本研究における「起業家精神」とは、上
記のAPS内の「起業意識調査」で扱われている、
個人における起業活動の態度のことを指す。同調
査では、これについて、「『態度』とは、新しい事
業機会が訪れると思っているかどうかや起業家に
対する評価のことをいう。それ以外には、起業リ

スクの感じ方とか、起業家としての知識・能力・
経験に関連するものがある」（p.3）と述べている。
なお、本文中では、説明上、「起業家精神」のこ
とを、「起業活動の態度」のように表現する場合
がある。
　一方で、高橋・大驛・大月（2023）は、2001
年から2021年までの、GEMにおける、日本と先
進国グループの TEAの推移を分析し、日本にお
いて、年齢階級別では18～ 24 歳が、性別分布
では女性の方が、「起業態度を有しない」割合が
高いことを示している5）。同研究から、起業態度
を有しない割合が高いのは、年齢層で言えば、大
学生に相当することがわかる。このことから、す
でに大学生の時期から、起業活動の態度が消極的
であると考えられる。本研究で大学生を対象とし
ているのは、このような理由からである。しかし、
GEMの先行文献では、日本の大学生を対象とし
た研究は少ない。
　以上のように、GEMの先行文献から、日本人
の起業活動の態度が消極的なのには、「知識・能
力・経験指数」、「失敗脅威指数」、「起業活動に対
する評価（に関する指数）」などの原因が存在す
るとされている。ただし、以下の点は、明らかに
されていないと言える。まず、「日本人大学生のケ
ースでは、どのような起業家精神の特徴がみられ
るのか？」、さらに、「日本人大学生の起業家精神
は、性別などの属性により、違いがみられるの
か？」ということである。そして、これらのことに
一貫して、「日本人大学生が起業家精神を持たな
い原因は何なのか？」ということである。なお、本
研究が、日本特有の大学生の起業家精神をテーマ
にしていることから、本文中では、「大学生」のこ
とを、「日本人大学生」のように表現する場合が
ある。

2．2．GUESSSに関する研究
　一方で、先行研究では、大学生の起業家精神
に関しても、調査が行われている。“GUESSS”を
基にしたものである。田路・藤村・玉井（2023）
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は、2018 年の GUESSSの調査データから、日本
の大学生は、起業への態度か、自己効力感のどち
らかが高まると、もう片方のインパクトを増大さ
せて起業意思がより高まることを主張している。ま
た、大学が起業を後押ししてくれる雰囲気であれ
ば、起業意思が高まることを主張している。また、
松本・柳・山田・玉井・藤村他（2025）は、2021
年と2023年のGUESSSのデータを体系的に比較
分析し、日本の大学生における起業意識の変化に
ついて、3つの特徴的な傾向を示している。それ
ぞれ、「安定志向の強化が観察され、大企業志向
が強まる一方、創業希望者は減少している」、「起
業準備活動を『何もしていない』学生を中心に、
起業に向けた具体的な行動を起こす学生が著しく
減少している」、「女性の起業意思は男性の約3割
という水準で推移しており、日本の場合は特に男
女差が顕著である」などである。
　以上のように、GUESSSの先行文献は、日本の
大学生を対象としており、その起業意思、及びそ
れにともなう行動について、全体的な傾向を示し
ている。しかし、個人における起業家精神に焦点
を当てた場合、GEMの「知識・能力・経験指数」
のように、どのような態度が消極的なのかまでは
分析できない。本来、この線からの分析には、
GEMにおける起業意識調査の方が有効であると
言える。

3．研究意義、及び研究目的
　しかし、先行文献では、このような起業意識の
観点から、日本の大学生における起業家精神の特
徴は明らかとされていない。この点から、本研究
のテーマは新規性があると言える。また、ここで
明らかとなったデータを基に、他の国の大学生と
の比較を行うことも可能である。本研究は、アン
トレプレナーシップ研究に関する学術的な知見を
深めるものであると考えられ、学術的な意義があ
る。また、本研究で得られた情報は、大学におけ
るアントレプレナーシップ教育の在り方を考える
上で、参考になるであろう。たとえば、大学生に

おける、消極的な起業活動の態度に焦点を当てた
教育であり、実践的な意義がある。
　以上のような背景から、本研究の目的は、日本
人大学生における起業家精神の特徴を明らかにす
ることである。また、本研究は、大学生の起業家
精神の状況や問題を理解するために行い、仮説を
生成することを目的とした探索的研究である。そ
して、先行文献で明らかにされていない点から、
以下のようなリサーチクエスチョンを設定した。
　①日本人大学生における起業家精神は、どのよ
うな特徴を有しているのか？また、起業家精神を
持たない原因は何なのか？
　②日本人大学生における起業家精神は、性別差
により、どのような特徴を有しているのか？また、
起業家精神を持たない原因は何なのか？
　上記の①は、大学生の起業家精神そのものにつ
いてである。さらに、②はその中での、属性によ
る意識の差についてである。そして、以上のこと
を分析するために、日本人大学生に対するアンケ
ート調査を実施した。

4．研究方法
　まず、質問紙調査として採用したアンケート調
査の内容を説明する。その後、統計処理をはじめ
とする分析方法の内容を説明する。

4．1．質問紙調査
　アンケートの対象者は、日本全国における、18
歳から22歳までの大学生である。なお、回答者
が所属する大学は、それぞれ匿名となっている。
2025年2月に、調査会社6）に委託し、大学生908
名7）を対象に、webアンケートによる「大学生に
おける起業家精神に関する調査」を実施した8）。
アンケート調査の実施にあたり、以下のような倫
理的配慮を行った。回答者に対し、同社の回答シ
ステム、及び筆者による告知文により、個人情報
の保護を約束する説明文を示した。回答者には、
いずれの内容にも同意を得た後、回答してもらっ
た。そして、計324件の回答を集め、回収率は29
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％であった。また、有効回答は264件であり、ダ
ミーの質問による無効回答は60件であった。さら
に、筆者の質問項目を通して、「学年を、大学1回
生～ 4回生」として、セグメントを選定した。そ
の結果、計264件の回答を、分析のデータとして
扱うこととした。なお、対象者の属性は限られて
おり、必ずしも「日本人大学生」として一般化で
きないと言える。回答者の情報については、表 1
の通りである。

表1　回答者である大学生の属性
属性 内容
性別 男性	（134名）	 女性	（130名）

年齢

18歳	 （8名）	 19歳	（51名）
20歳	（54名）	 21歳	（64名）
22歳	（87名）
※平均年齢 20.7 歳

学年 1回生	（55名）	 2回生	（57名）
3回生	（74名）	 4回生	（78名）

　なお、回答者の居住地は、北海道・東北（19
名）、関東（112名）、中部（36名）、近畿（65名）、
中国（13名）、四国（0名）、九州・沖縄（19名）
という内容である。各都道府県から、回収してい
る形となる。
　また、GEMによるアンケート調査では、みずほ
リサーチ&テクノロジーズ株式会社（2024）に
おける「起業意識調査」にある13項目を採り入
れた9）。しかし、GEMの項目のみで、起業意識の
特徴の実態を明らかにするのには限界がある。よ
り幅広い内容から問う必要があると言える。そこ
で、筆者による13の質問項目を追加することとし
た。これは、GEMの項目の内容をさらに広げたも
のである10）。そして、質問項目を設定する際に、
日本政策金融公庫 総合研究所（2024）と中小企
業基盤整備機構（2024）を参考にした11）。筆者
による質問項目は、下記の通りである。
　①日本には、ビジネスチャンスが存在する／②
あなたの起業の資質に対して、あなたの周りの人
たちは評価している／③あなたは起業することに
対して、安定した収入を失うことになるという怖

れがある／④あなたは起業することに対して、家
族に迷惑をかけることになるという怖れがある／
⑤あなたは起業することに対して、失敗して負債
を抱えることになるという怖れがある／⑥あなた
は、一度、起業して失敗したら、次の起業はしな
いほうがよいという考えである／⑦日本では、起
業に要する金銭的コストが高い／⑧日本では、起
業にかかる手続きが複雑である／⑨あなたは、ビ
ジネスチャンスを発見したら、それを生かして起
業する／⑩自身のキャリアとして、経営者よりも
従業員として仕事をすることを選ぶ／⑪起業した
ら、仕事と生活を調和させることは難しい／⑫あ
なたが起業することに対して、あなたの周りの人
たちは賛成してくれる／⑬起業は、才能や資金を
持った者がするものである
　また、これらの13項目の回答は、「強くそう思
う」、「どちらかと言えばそう思う」、「どちらとも言
えない」、「どちらかと言えばそう思わない」、「ま
ったくそう思わない」という5段階となっている12）。

4．2．分析方法
　最初に、アンケート調査で収集したデータを基
に、SPSS（統計分析用ソフト）を利用し、26の質
問項目における平均値を算出した。
　また、算出するにあたり、ここでは、個人にお
ける起業活動の態度を有するかを表すものとして、
「起業家精神の志向性」という概念を設けた。そ
して、この概念に基づく日本人大学生の特性を測
定するために、5つの回答選択肢による、「起業家
精神の志向性尺度」を作成した。
　そして、回答において、「強くそう思う」（5点）、
「どちらかと言えばそう思う」（4点）、「どちらとも
言えない」（3点）、「どちらかと言えばそう思わな
い」（2点）、「まったくそう思わない」（1点）のよ
うに得点化し、それをデータとして扱うこととす
る13）。なお、同尺度は、続く、性別差による分析
にも活用する。
　平均値の分析には、スピアマンの順位相関分析
を用いた。その際に、平均値の低い項目は起業家
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精神を有しない原因であると考え、下位5項目を
選択し分析を行った14）。また、有意水準は5％未
満とした。
　続いて、性別差による分析には、マン・ホイッ
トニーのU検定を用いた。男性と女性の2群間に
おいて、有意な差異が存在するかを分析した15）。
その際に、平均値の下位項目について分析を行っ
た。有意水準は5％未満とした。

5．研究結果
　以下では、まず、起業家精神にかかわる回答者
の状況について示しておく。その上で、平均値に
よる分析、属性による分析の順に、その結果を示す。

5．1．回答者の状況
　以下の、みずほリサーチ&テクノロジーズ株式
会社（2024）の「起業意識調査」にある質問を
行った。「過去 2年以内に新たにビジネスを始め
た人を個人的に知っていますか。知っている場合
は、何人くらいですか？」という質問に対し、「い
ない（0人）」が 226名（86％）、「1人」が 24名
（9％）、「2～ 4人」が 11名（4％）、「5人以上」
が 3名（1％）であった。ビジネスを始めた知り
合いがいない大学生は 86％であり、大多数であ
る。また、以下の、筆者が設けた質問を行った。
まず、「あなたは、将来、起業する意思があります
か？現時点での考えを教えてください」という質
問に対し、「ある」が44名（17％）、「ない」が220
名（83％）であった。起業意思がない大学生は
83％であり、大多数である。また、「あなたは、起
業について関心がありますか？」という質問を行
った。その結果、「非常に関心がある」が 25 名
（9％）、「多少関心がある」が 70名（27％）、「あ
まり関心がない」が65名（25％）、「まったく関心
がない」が 104 名（39％）であった。「あまり関
心がない」と「まったく関心がない」とで64％で
あり、起業について関心がない大学生は過半数を
超えている。そして、「あなたにとって、ロールモ
デルとなる起業家はいますか？」という質問に対

し、「いる」が 20名（8％）、「いない」が 244 名
（92％）であった。ロールモデルとなる起業家が
いない大学生は92％であり、大多数である。
　以上の結果から、日本人大学生においては、「起
業人の知り合いがいない」や「起業人のロールモ
デルがいない」のように、起業家精神を持ちにく
い状況であると言える。また、「起業意思がない」
や「起業に関心がない」のように、そもそも、起
業活動に目を向けていない状況であると言える。

5．2．平均値
　SPSSを利用し、GEMによる質問項目の平均値
を算出した。また、その平均値を高い順に並べた
ものが、表 2である。つまり、起業活動の態度を
有している順である。これを平均値の低い順にみ
ると、以下の通りである。まず、「必要な知識、能
力、経験」は平均が1.79（SD＝1.09）と最も低
く、大学生は、新しいビジネスを始めるために必
要な知識、能力、経験を持っていると思っていな
い。また、「地域の起業に有利なチャンス」は平
均が1.95（SD＝1.05）と2番目に低く、今後 6
ヶ月以内に、自分が住む地域に起業に有利なチャ
ンスが訪れると思っていない。また、「安定した収
入を失うという怖れ」は平均が2.14（SD＝1.17）
と3番目に低く、起業することに対して、安定し
た収入を失うことになるという怖れがあると思っ
ている。また、「周りの人たちの評価」は平均が
2.17（SD＝1.13）と4番目に低く、起業の資質
に対して、周りの人たちは評価していると思って
いない。そして、「負債を抱えるという怖れ」は平
均が2.21（SD＝1.16）と5番目に低く、起業す
ることに対して、失敗して負債を抱えることにな
るという怖れがあると思っている。
　その上で、上記の5項目について、それぞれの
項目間の相関関係をスピアマンの順位相関分析に
より算出した（表 3参照）。
　まず、相関係数が 0.7 以上で有意な相関が認
められたのは、「安定した収入を失うという怖れ」
と「負債を抱えるという怖れ」の2項目間（ r＝

関西ベンチャー学会誌　第18号



－18－

0.708, p<0.000）であった。また、相関係数が
0.4 以上で有意な相関が認められたのは、「必要
な知識、能力、経験」と「地域の起業に有利なチ
ャンス」の2項目間（r＝0.522, p<0.000）、「必
要な知識、能力、経験」と「周りの人たちの評価」
の2項目間（r＝0.502, p<0.000）、「地域の起業
に有利なチャンス」と「周りの人たちの評価」の
2項目間（ r＝0.482, p<0.000）であった。

　以下では、相関分析の結果から、考察を行う。
まず、「安定した収入を失うという怖れ」と「負債
を抱えるという怖れ」は正の相関がみられ、起業

することに対し、安定した収入を失うことになる
という怖れが大きいほど、失敗して負債を抱える
ことになるという怖れも大きくなることが示唆され
た。大学生は、起業することに対し、現実的な収
入の喪失や負債からなる、金銭的なリスクへの不
安を持っていると言える。また、これらの態度は、
「失敗脅威指数」を表す「失敗する怖れと起業の
躊躇」の項目とも関係する16）。起業する上での心
理的な障壁となりうる。これについては、起業に
関する十分な情報を有していないため、このよう
な不安感を抱いている可能性がある。今後、いか
にこの不安感を解消するかが課題となるであろう。

表 2　各項目における平均値と標準偏差
項目 大学生（n＝264）

高い地位と尊敬をもつこと 3.32（1.09）
日本でのビジネスチャンス 3.17（1.03）
社会的課題を解決するビジネス 3.13（1.14）
同じ生活水準であること 3.13（1.10）
成功物語についての公共放送 2.95（1.17）
ビジネスチャンスの見出し 2.81（1.21）
キャリアプランを考えた決断 2.78（1.06）
ビジネスチャンスの利用や活用 2.61（1.11）
失敗する怖れと起業の躊躇 2.60（1.34）
周りの人たちの賛成 2.60（0.99）
ビジネスチャンスの発見と起業 2.56（1.18）
日本での起業の金銭的コスト 2.52（1.11）
失敗してからの次の起業 2.47（1.15）

表 3　下位項目におけるスピアマンの順位相関分析の結果
1 2 3 4 5

1．必要な知識、能力、経験 相関係数
有意確率

2．地域の起業に有利なチャンス 相関係数 0.522**
有意確率 0.000

3．安定した収入を失うという怖れ 相関係数 0.236** 0.133*
有意確率 0.000 0.031

4．周りの人たちの評価 相関係数 0.502** 0.482** 0.221**
有意確率 0.000 0.000 0.000

5．負債を抱えるという怖れ 相関係数 0.271** 0.116 0.708** 0.184**
有意確率 0.000 0.060 0.000 0.003

*p<.05　**p<.01

項目 大学生（n＝264）
家族に迷惑をかけるという怖れ 2.46（1.17）
日本での起業にかかる手続き 2.45（1.02）
創造的な人であるという考え 2.43（1.10）
起業しての仕事と生活の調和 2.39（1.08）
望ましい職業選択であること 2.37（1.05）
経営者よりも従業員での仕事 2.26（1.13）
才能や資金を持つ者がするもの 2.25（1.09）
日本でビジネスを始めること 2.22（0.98）
負債を抱えるという怖れ 2.21（1.16）
周りの人たちの評価 2.17（1.13）
安定した収入を失うという怖れ 2.14（1.17）
地域の起業に有利なチャンス 1.95（1.05）
必要な知識、能力、経験 1.79（1.09）
注 1．（　）内は標準偏差
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　また、「必要な知識、能力、経験」は、「周りの
人たちの評価」と正の相関を示している。新しい
ビジネスを始めるために必要な知識、能力、経験
を持っていると認識するほど、周りの人たちは評
価していると認識することが示唆された。大学生
は、自身の起業にかかわる資質に対し、他者が自
分をどのように評価しているかという認識をも含
む、ネガティブな自己評価を有していると言える。
また、これは、起業する上での心理的な障壁とな
りうる。これについては、自身のキャリアについ
て、自己分析が十分に出来ておらず、本来は、起
業の適性がある場合も考えられる。今後、いかに
この自己評価の低迷状態を脱するかが課題となる
であろう。
　さらに、「必要な知識、能力、経験」は、「地域
の起業に有利なチャンス」と正の相関を示してい
る。また、「周りの人たちの評価」も、「地域の起
業に有利なチャンス」と正の相関を示している。
以上のことから、新しいビジネスを始めるために
必要な知識、能力、経験を持っていると認識する
ことや、周りの人たちは評価していると認識する
ことは、自分が住む地域に起業に有利なチャンス
が訪れるという認識につながることが示唆された。
これらの起業にかかわる資質への自己評価は、地
域レベルでのビジネスチャンスへの関心にまで影
響していると言える。すなわち、自己評価の低さ
が、他の起業活動への意識にも影響している17）。
　最後に、一つ目のリサーチクエスチョンに対し、
相関分析の結果を基にした考察から、以下のよう
な回答を示す。第一に、大学生は、起業にかかわ
る資質に対し、他者が自分をどのように評価して
いるかという認識をも含む、ネガティブな自己評
価を持っている。そして、こうした自己評価の低
さが、他の起業活動への意識にも影響しているこ
とがわかった。第二に、起業することに対し、現
実的な収入の喪失や負債からなる、金銭的なリス
クへの怖れを持っていることがわかった。先行文
献では、日本人の「知識・能力・経験指数」や
「失敗脅威指数」の低さが指摘されているが、本

研究の結果により、日本人大学生について、具体
的にどのような特徴を持っているのかを明らかに
することができた。

5．3．マン・ホイットニーのU検定
　26項目のデータを基に、マン・ホイットニーの
U検定を活用し、性別差について、有意差の有無
を検討した（表 4参照）。男性と女性の2群間を
比較した結果、それぞれ、「地域の起業に有利な
チャンス」（p<0.01）、「必要な知識、能力、経験」
（ p<0.01）、「日本でビジネスを始めること」
（ p<0.05）、「ビジネスチャンスの利用や活用」
（ p<0.05）、「望ましい職業選択であること」
（p<0.05）、「周りの人たちの評価」（p<0.01）、
「ビジネスチャンスの発見と起業」（p<0.01）、「経
営者よりも従業員での仕事」（p<0.05）、「才能や
資金を持つ者がするもの」（p<0.05）などに有意
差を認めた。いずれも、男性が女性よりも有意に
高い。
　以下では、U検定の結果から、平均値の下位の
項目について考察を行う。まず、下位の3項目に
ついて、男性と女性で有意差が認められた。
　第一に、「地域の起業に有利なチャンス」
（p<0.01）の項目について、女性は男性よりも、
今後6ヶ月以内に、自分が住む地域に起業に有利
なチャンスが訪れると思っていない。第二に、「必
要な知識、能力、経験」（p<0.01）の項目につい
て、女性が男性よりも、新しいビジネスを始める
ために必要な知識、能力、経験を持っていると思
っていない。第三に、「周りの人たちの評価」
（p<0.01）の項目から、女性は男性よりも、自分
の起業の資質に対して、周りの人たちは評価して
いると思っていない。これらの項目については、先
の平均値から、大学生全体で起業活動の意識が
低いものとされているが、特に女性はその特徴を
有していると言える。
　また、それ以外の下位の項目についても、男性
と女性で有意差が認められた。まず、「日本でビ
ジネスを始めること」（p<0.05）で、女性は男性
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よりも、日本でビジネスを始めるのは簡単である
と思っていない。また、「才能や資金を持つ者が
するもの」（p<0.05）で、女性の方が、起業は才
能や資金を持った者がするものであると思ってい
る。また、「望ましい職業選択であること」（p<0.05）
で、女性の方が、日本では、多くの人たちが、新
しいビジネスを始めることが望ましい職業の選択
であると考えていると思っていない。そして、「経
営者よりも従業員での仕事」（p<0.05）で、女性は
男性よりも、自身のキャリアとして、経営者よりも
従業員として仕事をすることを選ぶと思っている。
　以上のように、性別差からみると、女子大学生
の方が男子大学生よりも、起業活動への態度を有
していないことがわかる。また、起業にかかわる

自己評価の低さや、ビジネスチャンスへの無関心
をはじめ、幅広い内容でその特徴がみられる。そ
して、大学生全体として起業家精神を持たない原
因となっている。今後、女子大学生を中心に、い
かに起業活動の態度を身につけさせるかが課題で
ある。
　一方で、同じく下位の平均値である「安定した
収入を失うという怖れ」と「負債を抱えるという
怖れ」の項目に有意差は認められなかった。すな
わち、男女ともに、起業することに対し、安定し
た収入を失ったり、失敗して負債を抱えたりする
などの怖れがあると思っている。これらの金銭的
なリスクへの不安は、共通して抱いているものと
言える。

表 4　性別差によるマン・ホイットニーの U検定の結果

項目
男性（n＝134） 女性（n＝130）

平均値 中央値 標準偏差 平均値 中央値 標準偏差 p値
地域の起業に有利なチャンス 2.119 1.957 1.083 1.769 1.592 0.993 .003**
必要な知識、能力、経験 1.955 1.713 1.156 1.615 1.421 0.999 .004**
失敗する怖れと起業の躊躇 2.455 2.277 1.296 2.746 2.565 1.377 .090
日本でビジネスを始めること 2.373 2.306 1.031 2.062 1.968 0.904 .014*
ビジネスチャンスの見出し 2.873 2.895 1.133 2.754 2.571 1.276 .199
ビジネスチャンスの利用や活用 2.716 2.716 1.087 2.508 2.365 1.136 .047*
創造的な人であるという考え 2.478 2.453 1.046 2.377 2.294 1.163 .370
キャリアプランを考えた決断 2.776 2.771 1.001 2.785 2.768 1.127 .993
同じ生活水準であること 3.082 3.186 1.104 3.169 3.234 1.101 .571
望ましい職業選択であること 2.515 2.447 1.109 2.223 2.146 0.975 .034*
高い地位と尊敬をもつこと 3.403 3.505 1.077 3.231 3.337 1.110 .195
成功物語についての公共放送 2.985 3.076 1.163 2.923 3.041 1.172 .744
社会的課題を解決するビジネス 3.157 3.235 1.123 3.092 3.250 1.164 .836
日本でのビジネスチャンス 3.216 3.298 1.092 3.115 3.211 0.970 .422
周りの人たちの評価 2.358 2.296 1.140 1.985 1.800 1.085 .007**
安定した収入を失うという怖れ 2.142 1.912 1.184 2.139 1.923 1.153 .933
家族に迷惑をかけるという怖れ 2.493 2.346 1.181 2.431 2.297 1.168 .688
負債を抱えるという怖れ 2.254 2.075 1.200 2.169 1.977 1.128 .635
失敗してからの次の起業 2.605 2.563 1.150 2.339 2.232 1.138 .057
日本での起業の金銭的コスト 2.597 2.547 1.084 2.439 2.313 1.128 .150
日本での起業にかかる手続き 2.522 2.494 1.038 2.377 2.360 0.998 .264
ビジネスチャンスの発見と起業 2.813 2.884 1.145 2.300 2.130 1.172 .000**
経営者よりも従業員での仕事 2.425 2.313 1.133 2.092 1.910 1.110 .011*
起業しての仕事と生活の調和 2.433 2.421 1.015 2.346 2.225 1.139 .332
周りの人たちの賛成 2.649 2.642 0.968 2.546 2.554 1.020 .458
才能や資金を持つ者がするもの 2.396 2.269 1.150 2.092 1.937 1.015 .031*
*p<.05　**p<.01
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　最後に、二つ目のリサーチクエスチョンに対し、
マン・ホイットニーのU検定の結果を基にした考
察から、以下のような回答を示す。第一に、女子
大学生の方が、幅広い内容にわたって、起業活動
への態度を有していない。また、それが、大学生
全体として起業家精神を持たない原因となってい
ることがわかった。第二に、男性も女性も、起業
することに対し、安定した収入を失ったり、負債
を抱えたりするなどの怖れを持っている。そして、
共通してこれらの金銭的なリスクへの不安を抱い
ていることがわかった。先行文献では、TEAの観
点から、日本人女性の方が起業家精神を有しない
ことが指摘されているが、本研究の結果により、
日本人大学生が性別差において、どのような態度
の違いを持っているのかを明らかにすることがで
きた。

6．おわりに
　本研究では、アンケート調査により、大学生に
おける起業家精神の特徴を明らかにしてきた。本
研究の結果は、アントレプレナーシップ研究に関
する学術的な知見を深めるものであると考えられ
る。また、大学におけるアントレプレナーシップ
教育の在り方を考える上で、参考になるものであ
ると言える。
　最後に、本研究における限界と今後の課題につ
いて述べる。一つ目は、分析方法を、平均値の大
小と、平均値の属性による差に留めていることで
ある。今後、本研究のデータを基に、因子分析を
行うことを考えている。二つ目は、大学生264名
の回答と、サンプルサイズの規模が小さかったこ
とである。今後は、さらに調査を行い、サンプル
数を増やすことで、大学生における起業家精神に
関する理論を深め、今回の分析結果における解釈
の妥当性を高めたい。

注
 1）	GUESSSは、スイスのサンガレン大学の中小
企業・企業家活動研究所が事務局となり、世界

の約50ヶ国が参加して実施されている、大学・
大学院生の起業意識調査である。
 2）	「起業計画者割合」とは、今後 3年間に、1
人または複数で、自営業・個人事業を含む新し
いビジネスをはじめることを見込んでいる成人
人口の割合のことである。
 3）	GEMの「起業家という職業に対する評価」、
「起業家の社会的な地位」、「メディアによる起
業家への注目」など、起業家や起業活動に対す
る社会的な評価についてのものである。
 4）	2023年度では、「知識・能力・経験指数」は、
日本は12.48、中国は 55.77、米国は 48.99で
ある。また、「失敗脅威指数」は、日本は42.3、
中国は65.9、米国は47.8である。また、「起業
活動に対する評価」に関する指数のうち、「職
業選択に対する評価」の指数を例に挙げると、
日本は16.4、中国は79.6、米国は79.2である。
 5）	日本では、年齢階級別の特徴からみると、「起
態度を有しない」割合は、18～24歳が83.2％
となっており、他の年齢階級と比べて高いとい
う。一方で、性別分布について、女性の方が、
全体に占める「起業態度を有しない」割合が高
くなっているという。男女合計での割合は77.9
％であるのに対して、女性は 83.2％、男性は
72.5％が起業態度を有していない。
 6）	Webアンケートは、アイブリッジ株式会社の
サービス “Freeasy”を利用した。
 7）	2024 年 8月～11月に、アイブリッジ株式会
社に委託し、大学生を対象に、複数のアンケー
ト調査を実施した。その際に、セグメント設定
を、「年齢を18～22歳」、「居住地を全国」、「職
業を、学生」などのようにした。さらに、質問
項目を通し、セグメントとして、「学年を、大学
1回生、大学 2回生、大学 3回生、大学 4回
生」の条件の回答を抽出した。本研究のアンケ
ート調査では、その908 名をモニタリストとし
て設定し、配布を行っている。
 8）	アンケート調査票の告知文で、「日本人の大
学生」を対象としている旨を伝えた。
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 9）	みずほリサーチ&テクノロジーズ株式会社
（2024）における「付属資料（Ⅱ）2023年一般調
査（GEM2023起業意識調査）の調査票（日本
語版）」（pp.87-92）の質問項目を参考にした。
本論文における項目名と同文献における質問番
号との対応は、以下の通りである。「地域の起
業に有利なチャンス」（ i2）／「必要な知識、能
力、経験」（i3）／「失敗する怖れと起業の躊躇」
（i4）／「日本でビジネスを始めること」（i9）／「ビ
ジネスチャンスの見出し」（ i11）／「ビジネスチ
ャンスの利用や活用」（ i12）／「創造的な人であ
るという考え」（i13）／「キャリアプランを考えた
決断」（i14）／「同じ生活水準であること」（i5）／
「望ましい職業選択であること」（ i6）／「高い地
位と尊敬をもつこと」（i7）／「成功物語について
の公共放送」（ i8）／「社会的課題を解決するビ
ジネス」（ i10）。
10）	GEMの質問項目は、主に、「ビジネスチャン
スの有無」「起業の資質」「起業のリスク」「起
業の開始」「ビジネスチャンスと行動」「キャリ
アプラン」「起業家の印象」「起業に関する情報」
などの内容に分けられる。筆者の質問項目は、
これらの枠組みから設定している。
11）	筆者の③、④、⑤の項目は、日本政策金融公
庫 総合研究所（2024）にある質問項目を、②、
⑦、⑧、⑪の項目は、中小企業基盤整備機構
（2024）にある質問項目を参考にした。それ以
外の項目は、筆者により設定した。

12）	GEMの「起業意識調査」にある回答の選択
肢の形を採用した。しかし、「わからない」と
「無回答」の選択肢は、本研究のアンケート調
査では除外している。

13）	質問項目の内容によっては、起業家精神につ
いて、肯定的または否定的なものがある。GEM

の「失敗する怖れと起業の躊躇」「ビジネスチ
ャンスの見出し」「ビジネスチャンスの利用や活
用」などの3項目、及び筆者の、③、④、⑤、
⑥、⑦、⑧、⑩、⑪、⑬などの9項目は、否定的
な内容であると捉えられる。これらの項目につ

いては、その内容から、「まったくそう思わない」
が、最も肯定的な回答となる。したがって、「強
くそう思う」（1点）、「どちらかと言えばそう思
う」（2点）、「どちらとも言えない」（3点）、「ど
ちらかと言えばそう思わない」、（4点）、「まっ
たくそう思わない」（5点）のように得点化した。
14）	平均値3.00を基準とし、3.00未満を「平均
値が低い」のように表現している。

15）	同時に、学年差についても、U検定を行った。
そして、1・2回生（112名）と、3・4回生（152名）
の 2群間を比較した。その結果、26の質問項
目のすべてにおいて、有意差はみられなかった。
16）	「失敗する怖れと起業の躊躇」は、「安定した
収入を失うという怖れ」（r＝0.428, p<0.000）、
「負債を抱えるという怖れ」（r＝0.485, p<0.000）
と有意な正の相関が確認できた。また、安定収
入を失うという怖れや、負債を抱えるという怖
れは、失敗することに対する怖れがあり起業を
躊躇しているという態度と関係することが示唆
された。
17）	下位の 5項目以外について、「必要な知識、
能力、経験」は、「創造的な人であるという考
え」（ r＝0.400, p<0.000）、「ビジネスチャン
スの発見と起業」（ r＝0.419, p<0.000）と有
意な正の相関が確認できた。また、「周りの人
たちの評価」は、「創造的な人であるという考
え」（ r＝0.470, p<0.000）、「ビジネスチャン
スの発見と起業」（ r＝0.494, p<0.000）と有
意な正の相関が確認できた。このうち、「創造
的な人であるという考え」の項目は、自身の創
造性に対し、他者評価はどうなのかといった認
識を表している。これも、資質の範疇に入るも
のと言える。また、「ビジネスチャンスの発見と
起業」の項目からも、自己評価の低さが、他の起
業活動への意識にも影響していることがわかる。
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